
〈取組内容〉

【授業改善】

〈取組指標〉
①ペア・グループ活動を工夫した授業を１日１回以上行う
②新大分スタンダードに則った授業の定着率１００％（全員が取り組む）。

〈検証指標〉

学力に関する達成指標

・単元のまとめテストの平均を８５点以上にする。
・学力調査で国・県・市の平均を上回る。

今後の
具体的
な取組

【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

〈テーマ〉主体的・対話的な学び合いにつながる授業つくり
〈重点〉
○対話の場の設定　○協働して解決したくなる工夫　○主体的に学び合う
子どもの姿

〈家庭・地域の取組内容〉

①学校評価アンケートで「授業中、友だちの話を聞いたり自分の考えを言っ
たりできた」と答える児童８０％以上
②学校評価アンケートで「授業が分かる」と答える児童８５％以上

【授業改善以外の学力向上の取組】
・互見授業
・弱点分野の補充学習
・基礎学力定着が不十分な児童に個別指導の実施
・生徒指導３機能を意識した授業づくり
・エンカウンターの取組などを通した安心して学べる、学級集団づくり

①ぺア活動・グループ活動を適切に位置付けた、学び合いを大切にした授
業展開を工夫する
②「分かる授業」に取り組む
　　　　　(教材・教具の工夫、課題・導入の工夫、ICTの活用など）

○毎日、忘れ物がないように、持ち
物の確認をする。（保護者アンケー
ト８５％以上）
○毎日の家庭学習の時間を確認
する。（保護者アンケート９０％以
上）

○子どもが授業の準備をしている
か確認をする。
○家庭学習の時間を確保できてい
るか指導する。

〈家庭・地域の取組指標〉

児童
生徒
の

課題

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題 　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
①国語については、漢字の習熟に弱点がある。また説明文の内容
の読み取りや言葉の学習の内容ができていない。
②算数については、概数や大きな数、面積など見通しをもって図
や表に表して考えることや量感に関する学習に弱みがある。

・学習に対して、すぐにあきらめる子や無気力の子がおり、学習の
大切さを教え、学習に向かう意欲を育てる必要がある。
・主体的・能動的に学習することや、友だちとかかわることに自信を
もてない子が多い。

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）

・学習習慣が身に付かず、家庭学習をきちんとできない児童が一定数いる。また忘れ物が多い児童も固定されている。家
庭の生活状況が厳しい児童もおり保護者の協力が得られない家庭もある。
・「書く」活動については、意欲的に取り組めるが、自分の考えを伝え合うことに抵抗がある子どもたちがいる。（「授業中、
友だちの話を聞いたり自分の考えを言ったりする」に肯定的子ども８７％

指導
の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況

○教職員の「学力の底上げ」に関する５項目のアンケートの肯定的回答は９０％以上となった。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
○研修において、ペア・グループ活動の在り方について検証してきた。
○学級懇談や通信等を通じて、小中合同で作成した「明野地区学習のきまり」についてお知らせし連携して取り組めるよ
うにしてきた。
○授業で自分の考えを図に表したり、説明したりすることができた。

【別紙様式１】
大分市立明野北小学校　学力向上プラン１（８月）

学力状況について 学習状況について

学校教育
目標

育成を目指
す

資質・能力

・決まりを守り、互いに認めあい支えあうことのできる集団づくり（学びに向かう人間性の涵養）
・自ら考え、進んで表現することのできる子どもの育成（生きてはたらく知識技能の習得、思考力・判断力・表現力の育成）
・健康な生活を支えるための体力や生活習慣の向上（生きてはたらく知識技能の習得、思考力・判断力・表現力の育成）

豊かな心をもち、共に学びあいささえあう心身ともにたくましい子どもの育成

取組番号⑦


